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今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

議会の広報公聴活動の充実のために今後も必要な事業です。

有効性
本会議のインターネット（ライブ中継・録画）配信は、議会広報の重要なツールであり、本会議の傍聴に来られない方にも議会の様子を知っていた
だくための有効な手段です。

達成度

議会事務局長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 3,020 3,044 3,042

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費
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Ｋ
・
Ａ
Ｃ
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Ｎ

一次評価者 庶務係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

テロップの挿入等による視聴者に分かりやすいインターネット中継の実施など、事業効果をより高めるためにアクセス数を増やす。

効率性
インターネット（ライブ中継・録画）配信は、広報公聴活動の一環として多くの議会で行われています。傍聴に来られない方にも議会の様子を知っ
ていただくことができ、現状では最良の方法であると考えます。

改　革
計　画

議会だよりやホームページを活用し、議会中継と会議録検索システムについて、これまで以上に広報活動に努める。

今後の方向性 拡大・充実

議会の配信映像を観た市民からの声が議員にも届いていると聞いています。アクセス数を増加させるため周知を図り、広報活動に努めます。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

広報公聴活動の一環として、傍聴に来られない方に議会の様子を知っていただく手法の一つであり、更に周知に努め、アクセス数を
増やしていく必要があると考えます。

二次評価者

その他特定財源 0 0 0

一般財源 2,602 2,626 2,626

0.067 418 0.067 418 0.067 416

計(Ａ) 2,602 2,626 2,626

予算費目 会計 一般会計 費目名 議会

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

最終目標

映像配信システムアクセス数
50人/日×20日（定例会・臨時会ラ
イブ映像）
100人/月×12カ月（録画映像）

人/年
2,200 2,200 3,200 4,800

3,421 3,532

会議録検索システムアクセス
数

300人/月×12カ月 人/年
3,600 3,600 4,800 6,000

4,674 8,602

指標名

公的関与

089-964-4422 メールアドレス gikaijimu@toon.ehime.jp

２ 広報・広聴活動の充実

事業区分

事業の目的
インターネットを介して、本会議の傍聴に来ることができない方へも議会情
報を発信し、議会活動への理解を得る機会を増やすことで、議員の広報
広聴活動の充実と市民の市政への参加促進を図るため。

根拠法令等

総合計画 政策目標 ５ みんなでつくる協働・自立のまち 政策項目 ４ 市民と行政との協働のまちづくりの推進

026 1022 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

議会広報補助事務

本会議の審議についてインターネット配信（ライブ中継・録画）を行
う。また、議会だよりやホームページでインターネット配信について
周知を行います。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 議会事務局 係　　名 庶務係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 全部委託 実施計画

インターネットによる本会議のライブ映像公開

インターネットによる本会議の録画映像公開

インターネットによる会議録（検索機能付）公開

達成度を
測る指標


